
①秋田県次世代ヘルスケア産業協議会のネットワーク強化
先進事例セミナーの開催やワーキンググループの設置により秋田県次世代ヘルスケア産業協議会会員

間のネットワークの強化を図る。
・ワーキング設置予定：デジタルヘルスケア・食品機能性
〈Ｒ２〉開催方法を工夫しながらセミナーを９月頃開催予定

②デジタルヘルスケアセミナーの開催
ＩＴを活用したヘルスケアビジネスについて、ワークショップ開催等を通じて

企業間連携、異業種連携等による新しいビジネスモデルを創出する。
〈Ｒ２〉令和２年８月～１０月頃開催予定

③産学官連携プロジェクトの構築と事業化支援

秋田県 医療福祉関連産業・ヘルスケア産業の振興に向けた取組（令和２年度）
令和２年７月１０日

【１】医療福祉関連産業振興に向けた主な取組

①医療ニーズ発表会の開催
医療機関から現場ニーズを収集、首都圏等の製造販売業者によるニーズの絞り込みや具体化

を経て、当該ニーズに基づく県内企業の製品開発等を支援する。
・協力医療機関：〈H29〉県立脳血管研究ｾﾝﾀｰ、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ精神医療

ｾﾝﾀｰ（ニーズ１３件）
〈H30〉秋田赤十字病院（ニーズ２０件）
〈Ｒ１〉厚生連９病院（ニーズ２１件）
〈Ｒ２〉開催方法を工夫しながら１１月開催予定

②【拡充】秋田県臨床工学技士会・秋田県理学療法士会と県内企業との交流会

医療従事者が組織する団体による医療ニーズ発表及び県内企業との交流会を開催し、医療従
事者と県内企業が日常的に意見交換を行える関係を構築し、県内企業による機器開発を促進す
る。 〈Ｒ２〉開催方法を工夫しながら１０月開催予定

③課題解決型介護福祉機器開発事業
介護事業所から収集したニーズ等に基づき、県内企業による福祉機器の開発を促進する。
・補助限度額：開発型２００万円、トライアル型 ５０万円

・補助率：２／３
〈Ｒ２〉新規に４社を採択（Ｒ１からの継続分を含め７社）

④専門人材によるコーディネート、伴走型支援
研究開発コーディネーターを配置し、きめ細やかなサポートを実施
・医工関連のシーズ調査、マッチング、展示会出展企業の調整 等

Ⅰ．医療・介護現場ニーズに基づく新製品等開発支援
①医療福祉機器創生塾の開催
医療福祉関連産業への参入に必要な関係法令や、医療機器の構造等を学ぶ少人数制講座

〈Ｒ１〉参加者数：延べ５５名
〈Ｒ２〉令和２年２回開催予定

②医療福祉機器産業理解促進ｾﾐﾅｰ（ｵｰﾌﾟﾝｶﾚｯｼﾞ）
大学での医療機器開発に係る講演と県内企業製品展示

〈Ｒ１〉
・実施大学：秋田大学、県立大学本荘キャンパス
・展示企業数：3８社うち医療関係１２社
・来場者数：約４００名

〈Ｒ２〉企業展示による方式→Web等での企業紹介を検討

Ⅲ．医工連携に係る専門人材の確保・育成

地域経済牽引事業者が、県内企業、秋田大学、産業技術センターとコンソーシアムを形成し
て取り組む、がんの遠隔病理診断装置等の研究開発を支援し、「ヘルステック産業」への県
内企業の参入及びサプライチェーン形成による県内産業の高付加価値化を促進する。
（地方創生推進交付金活用）

・事業期間：Ｒ元年度～Ｒ３年度
・参加予定企業：セルスペクト【地域経済牽引事業者】、パスイメージン

グ、秋田病理組織細胞診研究センター、秋田エプソンほか

Ⅳ．「ヘルステック産業研究開発支援事業」

①【新規】首都圏商談会の開催

秋田県の医療福祉機器関連のものづくり企業と首都圏製販企業（メーカー）やディーラーとが
連携するきっかけづくりのためのマッチングイベントを開催する。
〈Ｒ２〉令和２年９月１７日開催予定

②秋田県医療福祉関連産業企業ガイドブックの作成

医療福祉機器の製造関連技術を有する県内企業を紹介するガイドブックを作成し、医療機器
メーカー等とのマッチングを図る。

Ⅱ．メーカー・ディーラーとのマッチングの推進

県内のものづくり企業や関係機関が連携し、地域の医療機関等で必要な医療物資等を地域で
支える体制を構築する。
①マッチングスキーム（「ものづくりチーム秋田」）構築による医療物資の生産・供給

②新型コロナウイルス感染症対策関連企業支援事業（５月補正）
・補助限度額：２００万円
・補助率：２／３

【３】新型コロナ感染症に対応する取組
「ものづくりチーム秋田」の立ち上げ等による
感染予防物資の生産・供給 等
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【２】ヘルスケア産業振興に向けた主な取組
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